
このような行事を開催しています。

（救命救急講習会、避難訓練は自治会との共催で

・自主防災会は

■定期絵会：（4月）
前年度の活動の総括、今年度の事業計画、予算

などを審議するために全会員参加の定期総会を開
催しています。　　　　　　　　　　ン

・現地研修会：（6月）
災害被災地、防災体験施設、県や市の主催する防
災訓練などを見学し、知見を高めるとともに、地域の
コミュニケーションを深めています。

今までに「淡路野島断層」、「岐阜根尾谷断層」、「神
戸人と防災未来センター」、「木曽川三川輪中公園」、
「愛知万博」、「大塚美術館」などを見学しました。

受講希望者を対象に、消防署の救急救命士の指導
により気道確保、人工呼吸、心臓マッサージ、AEDの
使用法などを体験習得しています。

・夏祭りへの参画：（8月）
自治会主催の夏祭りで子供向けの防災イベントなど
を実施しています。

今までに、「バケツリレー」、「大声コンテスト」、「竹細
工」、「そうめん流し」、「ゲーム大会」などを実施しまし
た。

月1日の「防災の日」にちなんで、映像記録の視聴
、体験者の講和などにより防災などに関する知見を
高めるとともに、今後の活動の参考にします。



・避難訓練：
全住民を対象に毎年1回自治会と共催で、消」防暑、地元消防団、警察、
などの協力を得て避難訓練を実施しています。
朝8時30分（地震発生想定時間）になりますと、住民は指定された1次避
難場所（住宅地内公園）に避難し、代表者は避難人数を本部に報告します。
その後、消防署の協力を得て、消火器取り扱い訓練、応急手当講習、
煙のトンネル体験、救助用備品の取り扱い体験、非常持ち出し品の展示即
売、簡易炊飯体験、炊き出し（豚汁）訓練　などを行っています。
7回目となる昨年度は約630世帯（全世帯の約60％）（930名）が参加し
ました。

（11月）
受講希望者を対象に消火器でてんぷら油火災を
消火する訓練をしています。

・歳末巡回キャンペーン ：（1 2 月）
巡回広報とチラシの全戸配布により防火意識の
向上を図っています。

・災書時避難支援希望者調査：（年1回）
高齢者、障害者などで災害時に自力避難が困難な
人の調査を行い、災害時の救援活動に使用します。


